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の供試体 3本 Cを準備 ，3種類の 圧σ3=p0=1

れ次に示すような手順 a),b)で行った。(Figure 1 参照)下記の文中

お，各供試体の土粒子質量 ms=350(g)，土粒子密度ρs=2.68(g/cm
3)

隙体積，Vs：土粒子体積)，三軸圧縮試験の時に供試体に作用する平

－σ3’である。 
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各問題文中の空欄      各問題文中の空欄      を適切な文字，語句または数字

1.(1)道路を含む景観の広がりと見え方は，その視点と対象との
 街路景観 ， 局所景観 の 4つに分類され，さらにその視点
に分類される。 

(2)性能規定型設計法では， 要求 性能の明確化と 達成 性
しては， 疲労破壊輪数 ， 塑性変形輪数 ， 平坦性 の 3

2.(1)舗装用ストレート・アスファルトの 針入度 は，普通 4
(2)ストレート・アスファルトの 引火点 は，210℃以上で
(3)ストレート・アスファルトの 軟化点 は，40℃以上であ
(4)ストレート・アスファルトの 伸度 は，100cm以上であ

 3. 路床の設計支持力係数が 60(MN/m3)である。下層路盤をクラ
盤面の支持力係数 K1= 250(MN/m3)とするためには，上層路盤を粒
あり，セメント安定処理とした時は 23.3 (cm)である。(Fig.1参
 4. (1)コンクリート版の幅 B=3.75(m)，長さ L=10(m)，厚さ h=0.
鉄筋を用いた鉄網の必要断面積 As = 1.04×10-3 (m2)，必要本数
枚に作用する摩擦力 F1/2= 0.012fBLh(MN)であり，鉄筋の許容応力
 (2)コンクリート版に作用する温度応力には， 端部拘束 応力
る。 
 5.目標とするアスファルト舗装断面の TA=41(cm)である。Fig.2
盤厚さ xの最小値(cm) をそれぞれ求めると，(a)  38.6 (cm)，(b
等値換算係数 a は Table.1 で与えられる。 
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0(kN/m2)の下で排水三軸圧縮試験をそれぞ
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 A,B,
 して
 側
切な文字式または数字で埋めなさい。な

ρw=1.00(g/cm
3)，間隙比 e=Vv/Vs (Vv：間

力 p’=(σ1’+2σ3’)/3，主応力差 q=σ1’

3×18+6×7+4＝100 さい。 
て， 広域景観 ， 都市街区景観 ， 
応じて 固定的視点 ， 移動する視点

が必要である。舗装における要求性能と

る。 
範囲にある。 

ン路盤で 30cm厚さにするとすれば，路
石とした時の必要厚さは 38.9 (cm)で

摩擦係数 f=1.0 の場合に，φ=6(mm) の
 (本)である。なお，コンクリート版半
 (MN/m2)である。 
拘束 応力， 内部 応力の 3種類があ

スファルト舗装断面における未知の路

(cm)， (c) 22.2  (cm) である。なお，
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Figure 2 アスファルト舗装断面(単位:cm)

0.25一軸圧縮強さ〔10日〕0.7MPa定処理

0.25一軸圧縮強さ〔7日〕0.98MPa安定処理

0.20修正CBＲ20以上30未満

0.25修正CBＲ30以上ャラン、
グ、砂など

0.55
修正CBR 80以上
一軸圧縮強さ〔14日〕1.2MPa

粒度調整鉄

0.35修正CBR 80以上
整砕石
整鉄鋼スラグ

0.45一軸圧縮強さ〔10日〕0.98MPa定処理

0.55一軸圧縮強さ〔7日〕2.9MPa安定処理

0.65
一軸圧縮強さ（1.5～2.9MPa），一
次変位量5～30（1/100cm），残留
強度65％以上

・瀝青安定処

0.55常温混合：安定度2.45ｋN以上

0.80加熱混合：安定度3.43ｋN以上
定処理

1.00
ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄを使用、混合物の
性状は別表による。

層用加熱
ルト混合物

等値換
算係数
a

品 質 規 格法・材料

Table1 等値換算係数 a


